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0-82加温加湿器の簡易動作チェッカの製作とその有用性の評価
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[目的]

今回簡易動作チェッカを製作し、その有用性を

評価した。

[対象]

Fisher & Paykel社製 MR-730及び付属品である

温度プロープ、ヒートワイヤとした。

[方法]

付属品のチェッカは、各専用のコネクタを取り

付けたスイッチ BOXを作成し、テスタで抵抗値の

測定を行う方法を採用した。

MR-730本体は、抵抗を使用し固定温度信号を入

力する温度設定 BOXを作製し、これにより 3種類

の警報温度信号を強制的に入力する。

ヒータプレートの制御は、加j昆加湿器内部にあ

るため直接見ることができない。我々は、URD 

社製交流電流センサ CTL-12L-8を使用し、 MR-730

の消費電流を測定することでヒータプ レートの制

御を見ることにした。 出力状態の表示を LEDによ

り行い 、測定器用 出力端子を設けた。

MR-730簡易動作チ ェッ カ

{結果]

口元温度 40t固定でチャンバー温度をそれぞれ

33t -37t・48tで動作させた場合、 33tでは、チャ

ンバー温度を上げるように連続出力を続けてい

るo 37tでは、ヒ ー タプ レートを{呆j鼠するように

連続出力と ON/OFF出力 を繰り返している。42t

では 、ピュワのヒータプレー トのデュティは Oの

ままであるが、出力は ON/OFF出力を繰り返して

いる。

I口元温麿4D1:閤定の場合l

チャンパ-331: チヤノパー 371: チヤ/パー 481:

I口元措置421:1M定の場合I

l 1  1: .1 

チ守シパー 371: チャ〆ノ ，-48t 

口元温度 42t周定でチャンバー温度をそれぞれ

37t -48tで動作させた場合、 37t ・48tともに、

ピュワのヒ ータプレートのデュティは Oのままで、

ON/OFF出力もされていない。

これらのヒートワイヤとヒータプレートの動作

状態は、 LEDのみで確認することができた。

[結 語i

加温加湿器の簡易動作チェッカを作製し、その

有用性を評価した。付属品のチェッカは、簡易的

で断線などの不良を評価するのに有用であった。

MR-730本体のチェッカは、 ヒートワイヤとヒー

タプレートの出力信号を LEDで視覚的に評価でき

た。 さらに、出力端子より測定器等を使用するこ

とでデータの保存が可能となった。

今回、基本動作 を確認するために、電源立ち上

げ直後から動作チェッ クを行 なったが、今後は、

このチェアカと MR-730ピュワソフ トを使用し、

いろいろな条件での動的動作の確認と制御に関す

るアルゴリズムの解析などに利用したいと考え

た。




